
HOBO® U シャトル (U-DT-x) マニュアル 

18490-B 

U-DT-1 は全 U シリーズのロガー (HOBO U30 ステーションを除く)、全 UX シリーズのロガー 
(UX120-006M 除く)、HOBO ウェザーステーションおよびマイクロステーション (H21)、HOBO
エネルギーロガー (H22) に対応しています。U-DT-2 は、HOBO U30 ステーション、HOBO ウ
ェザーステーションおよびマイクロステーション (H21)、HOBO エネルギーロガー(H22) に対

応しています。 

HOBO U シャトルは次の重要な機能を実行します。 

• 現場のロガーからデータを読み出し、ホストコンピュータに転送 
• 任意にロガーを再起動 - ロガーのクロックをシャトルのクロックと同期させ、(ほとん

 どの場合)次のインターバルでログを開始するように設定 
• バッテリが空になった場合でも、データを不揮発性メモリに保存 
• メモリ、電池残量、センサー読値 (一部機種のみ) を含むロガーの状態を表示 
• クロック、メモリ、バッテリ残量を含む U シャトルの状態を表示 
• クロックをリセットすることなく現場でバッテリ交換可能 
• 個別のスマートセンサーのテスト可能 (TRMSA-D は非対応) 

仕様 

互換性 U-DT-1: すべての U シリーズ・ロガー、UX シリーズ・ロガー、HOBO ウェザ

ーステーションおよびマイクロステーション (H21)、HOBO エネルギーロガ

ー (H22) 
U-DT-2: HOBO U30 ステーション、HOBO ウェザーステーションおよびマイク

ロステーション (H21)、HOBO エネルギーロガー (H22) 

ファームウェアのアッ

プグレード 
必要に応じて Onset ウェブサイトより入手でき、将来サポートされるロガー

モデルに対応 

動作温度 0°～50°C 

保管温度 -10°～50°C 

時間精度 25°C で ±1 分/月、プロット A を参照 

ロガーとシャトル間の

転送速度 
USB/ライト: 約 30 秒で 64K  
シリアル: 約 60 秒で 512K 

シャトルとホストコン

ピュータ間の転送速度 
ホストコンピュータへのフルシャトルアンロード (4MB)は、コンピュータに

よって 3~5 分 

データ容量（フルロガ

ー） 
4MB (シャトル情報はマイナス 64KB): 8K ロガーの 504 読み出し、64K ロガー

の 63 読み出し、512K ロガーの 7 読み出しに十分 

アイドル・タイムアウ

ト 
シャトルは 2 分のアイドルタイム後に電源が落ちます。ただし HOBOware と

アクティブに通信している場合（詳細は『HOBOware ユーザーマニュアル』
を参照）またはロガーバッテリを充電している場合 (10 分間) を除きます。 

ポート スマートセンサーとの通信用 RJ-12 ジャック、ホストコンピュータとの通信

用ミニ B フルスピード USB ポート、U シリーズ・ロガーおよびベースステ

ーションとの通信用フルスピード USB ポート、シリアルロガーとの通信用

ハイスピード・シリアルポート。シャトルは 1 度に 1 つのみのデバイスと通

信します。 

電池 メイン: 単 3 形のアルカリ電池 ×2 / クロックバックアップ: CR1225 リチウム

電池 (3V) ×1 

電池寿命 メイン: 単 3 形のアルカリ電池 ×2 / クロックバックアップ: CR1225 リチウム

電池 (3V) ×1 

重量 153 g 

寸法 11.0 x 6.9 x 2.7 cm 

ケース素材 ウレタングリップ、ポリカーボネート製ラベル付 ABS ケース 

 
CE マークは、本製品が欧州連合 (EU) のすべての関連指令に適合しているこ

とを示します。CE マークの準拠を維持するため、本製品は付属の USB ケー

ブルまたは同等のケーブル (3m 以内) とともに使用して下さい。 

HOBO U シャトル 

モデル: U-DT-1 
U-DT-2 

同梱品: 
• 30 cm (12 インチ) シリア

ルロガーケーブル 
• USB ケーブル 

動作環境: 
• U-DT-1 の場合、

HOBOware 2.2 以上 
• U-DT-2 の場合、

HOBOware 2.6 以上 
• 互換性のあるロガーと適

切なケーブルおよび/ま
たはベースステーション 
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仕様（続き） 

 

プロット A 

Onset は、シャトルを現場に持ち込む前に、数分かけて本

書を読み、ここに記載された手順を実際に試してみること

を強くお勧めします。 

HOBO U シャトル (U-DT-1) と HOBO 4 チャンネル 熱電対ロ

ガー (UX120-014M) を使用する際の重要な注意事項: 選択さ

れた複数の統計値または有効化されたバースト・ロギング

で HOBO 4 チャンネル熱電対ロガーが複数チャンネルのロ

グを取るように設定された場合、HOBO U シャトルは誤っ

たバッテリ読値を報告したり、予期しない作動を起こした

りすることがあります。最小限のログを予定している場合

(熱電対チャンネルのみのログまたは 2 チャンネルに統計

を加えたログなど)、シャトルと HOBO 4 チャンネル熱電

対ロガーのみを使用してください。バッテリ読値が予想通

りであること、また、アンロードが正常に作動することを

確認するため、展開前にシャトルを使用したロガー設定を

テストするよう強くお勧めします。 

HOBO U シャトルのポート 
シャトルは 1 度に 1 つのみのデバイスと通信します。ホ

ストコンピュータを自動的に検出します。デバイスをアク

ティブに検索するとき、最初にホストコンピュータ、それ

から U シリーズ・ロガー、シリアルロガー、そして最後

にスマートセンサーを検索します。 

 

重要: U シャトルにサポートされていないデバイスにシャ

トルを取り付けるときには、これらのポートを使用しない

でください。もし使用した場合、保証は無効となり、シャ

トルのバッテリがより早く消耗し、電子部品に損傷を与え

るおそれがあります。 

コントロールボタン 
U シャトルには 3 つのデュアルファンクションボタンがあ

り、esc (on/off)、yes (next)、no (alt)のラベルがついていま

す。  

シャトルが質問する場合、yes または no ボタンを押して

質問に答えます。 

シャトルが質問以外の内容を表示する場合は next ボタン

を押して次の画面に進むか、alt ボタンを押して別の画面

(利用可能な場合) を表示させます。 

Esc (on/off) ボタンを押すとメインメニュー「デバイス/シ
ャトル情報を探す (Find Device/Shuttle Info)」に戻ります。

esc (on/off) ボタンを再び押すと、シャトルの電源が切れま

す。 

シャトルをはじめて使用する前に 
1. ホストコンピュータのクロックとタイムゾーンが正し

いことを確認してください。正しくない場合、

HOBOware を起動する前に修正します。この情報はシ

ャトルにロードされ、現場のすべてのロガーの再起動

の基礎となります。 

2. 対応しているバージョンの HOBOware を使用し、U シ

ャトルおよびシャトルと併用する各ロガーを起動させ

てください。  

� U-DT-1: HOBOware 2.2 以上  

� U-DT-2: HOBOware 2.6 以上 

3. USB インターフェース・ケーブルの大端部をコンピュ

ータの USB ポートに差し込みます。 

4. USB インターフェース・ケーブルの小端部を、シャト

ルの小さい USB ポートに差し込みます。 

5. on/off ボタンを押してシャトルの電源を入れます。(新
しいハードウェアの検出に数秒かかります。) シャト

ルのディスプレイには「PC/ホストが接続されました。

(PC/Host Connected)」と表示されます。 

6. 『HOBOware ユーザーマニュアル』の指示に従って、

シャトルを管理 (Manage Shuttle) ダイアログにアクセ

スしてください。 

7. 『HOBOware ユーザーマニュアル』に記載されている

手順でシャトルを起動します。起動するとシャトルの

クロックがホストコンピュータと同期し、シャトルの

メモリから全データが削除され、シャトルの制御情報

が初期化されます。 

8. USB ケーブルをシャトルから外し、on/off ボタンを押

してシャトルの電源を切ります。 

現場に行く前の準備 
現場に入って読み出しおよびシャトルとロガーの再起動を

する前に、以下の手順に従ってください。 

1. ホストコンピュータのクロックとタイムゾーンが正し

いことを確認してください。正しくない場合、

HOBOware を起動する前に修正します。  

2 番目: USB ポート (U シリーズ・ロガーとベ

ースステーションに接続) 
最後: RJ-12 ジャック 
(スマートセンサーに

接続) 

最初: ミニ B USB (ホストコ

ンピュータから接続) 3 番目: シリアルポート(シリアルロガー

に接続) 
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2. on/off ボタンを押してシャトルの電源を入れ、

HOBOware を実行しているホストコンピュータに接続し

ます。シャトルのディスプレイには「PC/ホストが接続

されました。(PC/Host Connected)」と表示されます。 

3. 『HOBOware ユーザーマニュアル』の指示に従って、

シャトルを管理 (Manage Shuttle) ダイアログにアクセ

スしてください。電池残量が十分にある（バッテリゲ

ージが緑になっている）ことを確認し、少なければこ

の手順を完了した後にバッテリを交換します。 

4. シャトルのクロックをホストコンピュータと同期させ

ます。シャトルにデータファイルがある場合、アンロ

ードしてシャトルを再起動し、読み出し予定のロガー

の対応に十分なメモリがあることを確認します。（シ

ャトルを起動すると、クロックを同期させ、全データ

ファイルを一度に削除できます。） 

5. USB ケーブルをシャトルから外し、on/off ボタンを押

してシャトルの電源を切ります。 

6. 必要なケーブル、ベースステーション、カプラーを用

意し、ロガーと通信します。 

現場で U シャトルを使用する 
利用可能なメモリが十分にあること、シャトルのクロック

が同期されていることを確認した後、U シャトルを現場に

持ち込める状態になります。  

ロガーのログ中、シャトルを使用して、ロガーの状態の確

認や読み出しができるようになります。その後ロガーを停

止し、必要に応じてバッテリを交換し、ロガーを再起動し

ます。上記の手順のすべてが必須ではありません（つまり

毎回バッテリを交換する必要はありません）が、シャトル

では次のステップに進む前に、各手順を実行する機会とな

ります。 

ほとんどの場合、シャトルのディスプレイに表示される指

示に従うだけで、簡単に読み出しやロガーの再起動を実行

できます。下記の手順では、さらに詳しい情報を提供しま

す。 

ロガーの状態の確認 
1. シャトルがまだホストコンピュータに接続されている

場合、外してください。  

2. シャトルの大きい USB ポートかシリアルポートを使用

して、ロガー用の適切なケーブルまたはベースステー

ションを取り付け、ロガーに接続します。 

3. on/off ボタンを押してシャトルの電源を入れます。 

4. シャトルのメインメニュー「デバイス/シャトル情報を

探す (Find Device/Shuttle Info)」で、yes を押します。  

5. シャトルがサポートされているロガーを検出すると、

停止、ログ、トリガー/遅延スタートを待機中などのロ

ガーの状態を表示します。また、データファイルに使

用されたロガーのメモリ量 (DF: XX%)、バッテリ残量

(Bat: XX%) も表示します。next を押して続行してくだ

さい。 

6. すべてのシリアルロガーおよび特定のセンサーが付い

た一部の U シリーズ・ロガーに対し、シャトルはセン

サー数を表示し、センサー詳細を確認するかを尋ねて

きます。この手順をスキップする場合は no を押し、

センサーの詳細を表示する場合は yes を押します。 

重要: シリアルロガーが U シャトルと初めて通信する場

合、シャトルはセンサーを表示しないで、「センサーを表

示するためには WS のアップグレードが必要です (WS 
needs upgrade to show sensors)」、(next を押す)、「読み出

し＆再起動 アップグレードのインストール 
(Readout&Relaunch installs upgrade)」とメッセージを表示

することがあります。ロガーを再起動すると、U シャトル

はロガーのファームウェアをアップグレードし、次にシャ

トルでロガーの状態を確認するときセンサーが表示される

ようになります。 

ディスプレイはセンサーリストが順番に替わり、各センサ

ーを特定し、読値を示します。センサーの読値は、ロガー

が起動したときに HOBOware で優先された単位で表示さ

れます。次のセンサーに続ける場合は next を押し、ロガ

ーとの通信を終了する場合は esc を押します。 

シャトルがすべてのセンサーを表示した後、読み出しを繰

り返すか尋ねてきます。繰り返す場合は yes を押し、この

ステップを終了する場合は no を押します。 

ロガーの読み出し 
1. シャトルはロガーを読み出すか尋ねてきます。ロガー

を読み出す場合は yes を押します。（ロガーが読み出

しの終わっていないデータを含む場合、シャトルによ

り読み出しが完了するまでこの手順を先に進めません。

） 

2. シャトルがロガーを読み出している間、ディスプレイ

には「アンロード中…(Offloading...)」と表示され、読み

出しが進行中であることを知らせます。 

重要: 遅延スタートまたはトリガー (ボタンまたはカプラ

ー) スタートを待機中のロガーを読み出す場合、結果とし

て生じるデータファイルを HOBOware で開くことはでき

ません (データが入っていないため)。 

ロガーの停止 
読み出しが終了すると、シャトルはロガーを再起動するか

どうかを尋ね、確認を求めます。(シャトルは読み出され

ていないデータを含むロガーの再起動は提案しません。) 

� 再起動しないでロガーにログを継続させる場合、no
を押します。これでシャトルとロガーの通信が終了

します。ロガーをシャトルから外します。 

� ロガーを再起動しないで停止させる場合、yes を押

して、質問および「本当によろしいですか？ (are 
you sure)」プロンプトに回答します。シャトルはロ

ガーを停止させ、ロガーのバッテリ状態を表示し、

バッテリを交換するかどうか尋ねます。ロガーをシ
ャトルから外します。これでロガーとシャトルの通

信が終了します。  
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� U シリーズ・ロガーの場合のみ、この時点でロガー

を外すと、シャトルは「HOBO が停止しました

(HOBO Is Stopped)」というメッセージを表示します。

next を押すとメインメニュー「デバイス/シャトル情

報を探す (Find Device/Shuttle Info)」に戻り、on/off を
押すとシャトルの電源を切ります。 

� ロガーを再起動する場合は yes を押して、質問と

「本当によろしいですか (are you sure)」プロンプト

に応答します。シャトルはロガーを停止させ（ログ

中の場合）、ロガーのバッテリ状態を表示し、バッ

テリ交換をするか尋ねます。次の手順に進みます。 

現場でロガーのバッテリ交換 
1. ロガーのバッテリを交換するには、「バッテリを交換

しますか？ (Change Battery?)」プロンプトに yes と答え

ます。  

2. 「今バッテリを交換する (Change Battery Now)」プロン

プトが表示されたら、ロガーをシャトルから外します。 

3. ロガーのバッテリを交換します。 

4. ロガーを再びシャトルに接続します。  

（注）10 分以内にバッテリ交換を完了しない場合、自

動的にシャトルの電源が切れます。 

重要: 同じロガーに再接続していることを確認してくださ

い！ 

5. yes を押します。  

シャトルは新しいバッテリの電力レベルを表示し、再

びバッテリを交換するかどうか尋ねます。 

6. 再起動シーケンスを続ける場合、no を選択します。  

ロガーの再起動 
1. U シャトルとはじめて通信するシリアルロガーの場合、

シャトルは「WS をアップグレードします (Upgrading 
WS)」というメッセージを表示することがあります。U
シャトルはロガーのファームウェアをアップグレード

し、センサー読値が表示されるようになります。 

2. シリアルロガーの場合のみ、センサーを再び見るかど

うかをシャトルが尋ねます。前述のようにセンサーリ

ストを順番に替える場合は yes を押し、この手順をス

キップする場合は no を押します。 

3. シャトルはロガーを再起動します。説明、ログのチャ

ンネル、ロギングインターバルおよびすでにロガーに

あるその他の設定を使用し、ロガーのクロックをシャ

トルの内部クロックと同期させ、ロガーを再起動しま

す。(複数のロギングインターバルで起動したロガーは、

最後に定義されたインターバルで再起動します。) ロ
ガーが遅れて起動した場合、次の図に示すように、読

値が以前の展開のものと同期する原因となります。 

 
再起動時にロガーがまだ遅延スタートを待機中の場合、ロ

ガーは目的の展開と一致する次のインターバルでログを開

始します。例えば、ロガーが 6:00 に 15 分のインターバル

でログの開始を予定していて、ユーザーが 4:16 に再起動

した場合、ロガーは 4:30 にログを開始します。 

重要: ロガーが複数のロギングインターバルまたはトリガ

ースタート (カプラー/ボタン) で起動した場合、同期の遅

延は生じません。 

4. 再起動が完了すると、シャトルは「HOBO が起動しま

した (HOBO Launched)」と確認メッセージを表示します。

このメッセージが出ない場合、シャトルを使用してロ

ガーの状態を確認してください。 

5. ロガーをシャトルから外します。ロガーを差し込んだ

まま放置していると、シャトルの電源が入っていなく

てもバッテリを消耗します。 

（注）U シャトルとリモート通信に対応している HOBO 
U30 を一緒に使用することは可能ですが、U30 を

HOBOlink に接続するときは自動的に再起動することに注

意してください。 

シャトルを使用してスマートセンサーのチ

ェック 
ロガーを読み出し、状態を確認することに加え、U シャト

ルは RJ-12 ジャックを通してスマートセンサーと直接通信

することが可能です (注: TRMSA-D FlexSmart モジュールは

非対応)。この機能を使用して、スポット読値を取得し、

センサーの作動を確認し、束ねられたラベルのないセンサ

ーを識別し、センサー誤動作のトラブルシューティングを

行います。 

スマートセンサーの状態確認手順: 

1. センサーをシャトルに差し込みます。  

2. シャトルのメインメニュー「デバイス/シャトル情報を

探す (Find Device/Shuttle Info)」で、yes を押します。  

3. シャトルは単位の種類 (US またはメートル法、シャト

ル起動時の HOBOware で優先される単位に基づく) を
確認してきます。現在の選択を使用する場合は yes を
押し、単位を切り替える場合は no を押します。 

4. シャトルはセンサー説明と読値を表示します。next を
押して続けます。 

5. シャトルはセンサーのおおよその休止中の現在のドレ

インを表示します。0.05mA 以上の場合は、センサーに

欠陥があります。next を押して続けます。 
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6. シャトルは次に取り付けてあるセンサーのシーケンス

を開始します。他にセンサーを取り付けていない場合

は、最初から繰り返すよう提案します。続ける場合は

next を押し、センサープログラムを終了する場合は

esc を押します。 

7. チェックが完了したらセンサーを外します。センサー

を差し込んだまま放置していると、シャトルの電源が

入っていない時でも、バッテリを消耗します。 

現場でシャトルの状態の確認 
シャトルはシャトル自体の状態を報告することができます。 

1. シャトルのメインメニュー「デバイス/シャトル情報を

探す (Find Device/Shuttle Info)」から、no を押してシャ

トル情報を確認します。 

2. シャトルは時刻と日付を表示します。現地時間（シャ

トルを起動したコンピュータのタイムゾーン）と UTC 
（協定世界時）を切り替えるには alt を押します。next
を押して続けます。 

3. シャトルは使用メモリ量およびメモリ内のデータファ

イル数を表示します。next を押して続けます。 

4. シャトルはメインバッテリおよびクロック用バックア

ップ・バッテリの残量を表示します。next を押して続

けます。 

5. シャトルはファームウェアのバージョン番号を表示し、

シャトルの状態情報を繰り返すかどうかを尋ねます。

yes を押すと繰り返し、no を押すとメインメニュー

「デバイス/シャトル情報を探す(Find Device/Shuttle In-
fo)」に戻ります。 

ホストコンピュータにデータをアンロード

する 
シャトルに保存されているデータをアンロードする場合は、

以下の手順に従ってください。 

1. on/off ボタンを押してシャトルの電源を入れ、

HOBOware を実行しているホストコンピュータに接続し

ます。シャトルのディスプレイには「PC/ホストが接続

されました。(PC/Host Connected)」と表示されます。 

2. 『HOBOware ユーザーマニュアル』の指示に従って、

シャトルを管理 (Manage Shuttle) ダイアログにアクセ

スしてください。シャトルを管理 (Manage Shuttle) ダ
イアログは、アンロード可能なデータファイル数を表

示します。 

3. データファイルをアンロードして保存します。シャト

ルからアンロードしたデータファイルの保存の詳細に

ついては『HOBOware ユーザーマニュアル』を参照し

てください。 

4. バッテリ残量が十分であることを確認し、少なければ

直ちにバッテリを交換してください。必要に応じてシ

ャトルのクロックを同期するか、再起動してシャトル

のデータファイルを削除します。 

5. 完了したら、USB ケーブルをシャトルから外し、on/off
ボタンを押してシャトルの電源を切ります。  

シャトルのクロックとタイムゾーンのオフ

セット 
HOBOware を使用してシャトルまたはロガーを起動すると

き、デバイスのクロックを設定するために、ホストコンピ

ュータの時刻と UTC からのタイムゾーンのオフセットが

使われます。(UTC (協定世界時) は、グリニッジ標準時と

類似しています) タイムゾーンのオフセットにより、客観

的な非現地時間を決められます。これは、異なるタイムゾ

ーンで起動した可能性のあるシャトルを使用してロガーを

再起動するとき、あるいは春や秋の時間変更の前に、矛盾

や混乱を防ぎます。  

例えば、シャトルは UTC-8 (太平洋標準時刻) で時刻を 2:00
と報告し、ロガーは UTC-5 (東部標準時) で時刻を 5:00 と

報告した場合、どちらのデバイスも正しいです。いずれも

UTC10:00 を報告していることになります。マサチューセ

ッツ州でロガーを起動して展開しますが、ただしオレゴン

州で起動したシャトルを使用してロガーを再起動する場合、

シャトルはロガーの最初のタイムゾーンのオフセットを妨

げることなく、ロガーのクロックを正確な時刻に同期させ

ます。 

ロガーのタイムゾーンのオフセットはシャトルの再起動に

よって変化することはないため、春や秋の時間変更後にシ

ャトルを使用してロガーを再起動する場合、データファイ

ルのタイムゾーンのオフセットは 1 時間ずれる可能性が

あります。HOBOware のデータファイルを開くときに、プ

ロットセットアップ (Plot Setup) ダイアログから手動でタ

イムゾーンのオフセットを調整できます。タイムスタンプ

は正確になります。 

クロックを作動させる 
通常、シャトルのクロックはメイン (単 3 形アルカリ) バ
ッテリから電源供給されます。クロック用バックアップ

(CR1225 リチウム) バッテリは、メインバッテリが外され

ていたり、切れている場合に、一時的にシャトルのクロッ

クに電源供給します。これでシャトルのクロックを停止す

ることなく、現場でメインバッテリを交換することが可能

になります。 

メインバッテリとクロック用バックアップ・バッテリの両

方が切れたり外されたりした場合は、シャトルのクロック

は停止します。クロックが停止すると、新しいバッテリで

電源を入れ、HOBOware で再起動するまで、シャトルはロ

ガーと通信しません。再起動すると、シャトルのクロック

を同期させ、シャトルのメモリからすべてのデータファイ

ルを削除します。(シャトルを再起動する前に、ホストコ

ンピュータのデータファイルをアンロードすることを忘れ

ないようにしてください。) 

シャトルのバッテリ 
バッテリの問題を避けるために、現場に向かう前に必ず

HOBOware でシャトルのバッテリをチェックし、バッテリ

残量が低下した場合に備えて、必ず新しい単 3 形アルカ

リ電池をもう一組用意しておいてください。 
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シャトルを使用していない時は、コンピュータから外し、

ロガーやセンサーも取り外してください。これらのアイテ

ムを付けたままにしておくと、バッテリをさらに消耗しま

す。 

しばらくの間使用しない場合でも、メインバッテリはシャ

トルに入れたままにしてください。バッテリに電力が残っ

ている限り (残量が低下しているとしても)、クロックに電

源を供給します。クロック用バックアップ・バッテリは、

長期間にわたってクロックだけに (メインバッテリが外れ

た状態で) 電源供給するためのものではありません。 

数カ月間シャトルを保管する予定で、バッテリを入れたま

まにしたくない場合は、まずデータファイルをアンロード

してから、「すべての」バッテリ (クロック用バックアッ

プ・バッテリを含む) を取り外します。再びシャトルを使

用する準備が整ったとき、すべてのバッテリをまたセット

し、シャトルを起動してクロックを同期させてください。 

重要: メインバッテリが切れたら、液漏れしないように、

また、シャトルに損傷を与えないようにできるだけ早く取

り外してください。クロック用バックアップ・バッテリを

保護するために、直ちに交換してください。 

シャトルのメインバッテリの交換 
シャトルのメインバッテリの残量が低下している場合 (2.4
～2.2V)、電源を入れたときに、シャトルは「バッテリ容

量低下 (Low Shut Battery)」警告を表示します。ただし、少

しの間ならまだシャトルを使用できます。バッテリ残量が

ごくわずかになり (2.2V 未満)、シャトルへの電源供給に不

十分な場合、シャトルは別の「メインバッテリ容量不足

(Main Bat Too Low)」警告を表示し、再び使用する前にバッ

テリを交換するよう通知します。 

シャトルにすでに保存されているロガーのデータは安全で

す。また、クロック用バックアップ・バッテリは、時間の

記録を継続します。ただし、シャトルはメインバッテリが

交換されるまで通信せず、クロック用バックアップ・バッ

テリの消耗が早くなることがあります。 

シャトルのメインバッテリは、現場でも簡単に交換できま

す。シャトルのメインバッテリの交換手順： 

1. シャトルの電源を切り、ケーブルやセンサーを外しま

す。 

2. ケース裏側の電池収納部の蓋をスライドさせて外しま

す。 

3. 古いバッテリを取り出し、新しい単 3 形アルカリ電池

2 個を電池収納部内に示されている正しい向きでセッ

トします。 

重要：シャトルの電源供給にリチウム電池を使用しない

でください。シャトルは単 3 形リチウム電池の電圧を計

測できません。また、バッテリ残量を正確に報告できなく

なります。 

4. シャトルを裏返してディスプレイを見てください。シ

ャトルは自動的に電源が入り、「主電源リセット(Main 
Power Reset)」というメッセージを表示し、デバイスを

探すかどうかを尋ねます。必要なければ on/off ボタン

を押します。シャトルの電源が入らない場合は、新し

いバッテリで試してください。 

5. 所定の位置でカチッと音がするまで電池収納部の蓋を

スライドさせます。  

シャトルのクロック用バックアップ・バッテリの交換 
クロック用バックアップ・バッテリは、現場でメインバッ

テリを交換する間、シャトルのクロックを作動させます。

クロック用バックアップ・バッテリは、U シャトルの他の

機能をサポートできません。また、長期間にわたりメイン

バッテリなしでシャトルのクロックに電源供給するように

作られていません。  

シャトルのクロック用バックアップ・バッテリ残量が低下

すると (2.66V)、シャトルの電源を入れたときに「クロッ

ク用バッテリ容量低下 (Low Shut Clk Bat)」警告を表示しま

す。できるだけ早くバッテリを交換してください。これに

よりクロック用バックアップ・バッテリで、シャトルのク

ロックを停止することなく、いつでも必要なときに現場で

バッテリを交換できるようになります。クロック用バッテ

リはおよそ 2.5V で「バッテリ切れ」です。 

重要: シャトルのクロックが停止した場合 (メインおよび

クロック用バックアップ・バッテリが切れたか、外され

た)、必ず以下を実施してください。1) 新しいバッテリで

シャトルの電源を入れます、2) 保存されていないデータ

ファイルをシャトルからアンロードします、3) HOBOware
を使用してシャトルを再起動します。これでシャトルのク

ロックを同期させ、シャトルのメモリからすべてのデータ

ファイルを削除します。 

現場でクロック用バックアップ・バッテリを交換できます

が、お勧めしません。不注意でメインバッテリと回路基板

をつなぐワイヤを意図せず外してしまった場合、シャトル

のクロックは停止します。また、ねじを落として紛失した

り、回路基板を濡らしてしまうこともあるかもしれません。 

クロック用バックアップ・バッテリの交換手順: 

1. シャトルの電源を切り、ケーブルやセンサーを外しま

す。 

2. ケース裏側の電池収納部の蓋をスライドさせて外しま

す。単 3 形バッテリは外さないでください。 

3. ケース裏側の上方角のねじと、メインバッテリ収納部

の下方角のねじを取り外します。外したねじは傍に取

っておきます。 

 
 

ねじ コントラス

ト調整 

アルカリ電池

収納部 

+ 

+ 

- 

- 
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4. 注意してケースを取り外します。回路基板はケースの

前半分にありますが、1 組のワイヤでメインバッテリ

収納部に取り付けてあります。ワイヤを接続したまま

にしておくと、クロック用バックアップ・バッテリを

交換する間、メインバッテリ (電池残量が十分にある

場合) はクロックに電源を供給するため、交換完了後

にシャトルを再起動する必要がなくなります。 

 

重要: シャトルは静電放電によって損傷することがありま

す。回路基板を取り扱う際は、十分に注意してください。 

5. 回路基板を持ち上げて取り出し、小さく先のとがって

いない非金属の道具を使用して、注意しながら古いバ

ッテリを押し出します。＋側を上に向けて、新しい 3V 
CR1225 リチウム電池をセットします。 

6. 回路基板を裏返し、ディスプレイ下の左端にある

(on/off) ボタンを押します。通常シャトルは電源が入り、

デバイスを探すかどうかを尋ねます。on/off ボタンを

再び押してシャトルの電源を切ります。 

7. 回路基板をケースに戻します。ケースを閉めて、再び

ねじを締めます。 

8. 所定の位置でカチッと音がするまで電池収納部の蓋を

スライドさせます。 

9. HOBOware でシャトルのクロックを確認します。クロ

ックが停止していたり、1 時間以上切れていたりした

場合、シャトルからデータファイルをアンロードし、

再起動してクロックを同期させてください。シャトル

の再起動が必要な場合、シャトルはロガーの読み出し

および再起動を実行しません。 

警告：バッテリを逆向きにセットすること、再充電、

火の中に投じること、極端な高温にさらすこと、種類の異

なるバッテリと混ぜて使用することなどの行為をしないで

ください。バッテリの爆発や液漏れの原因となることがあ

ります。開いている、または液漏れしているバッテリの中

身が、化学熱傷をもたらす危険があります。使用済みのバ

ッテリはすべて同時に交換してください。適用される連

邦、州および地方自治体の規則に従って、バッテリをリサ

イクルまたは廃棄してください。 

その他のメンテナンス 

液晶コントラストの調整 
シャトルの液晶コントラストは、ほとんどの条件下で最適
な表示になるよう工場出荷時にセットしてあります。コン
トラスト調整は、シャトルのケース内にあります。ケース
を開けないで調整するには、電池収納部を開き、小さいマ
イナスドライバーをバッテリの右側の穴に差し込みます。
マイナスドライバーを使用して、慎重にコントラスト調整
を回します。 

極端に高温あるいは低温の条件下 (推奨作動範囲 0°C～ 
50°C から外れている) では、コントラスト設定にかかわら

ず液晶画面は作動しなくなる場合があります。 

システムリセット 
クラッシュや予期しない通信障害が発生した場合、シャト
ルのリセットが必要な場合があります。シャトルのリセッ
トによって、クロックをリセットされたり、データが失わ
れたりすることはありません。U シャトルをリセットする
には、シャトルの電源を入れ、3 つのボタンをすべて同時
に短く押してください。シャトルがロガー、センサー、ホ
ストコンピュータと通信 (または接続) している間は、リ
セットしないでください。 

トラブルシューティング 
エラーが発生した場合は、下記の一覧の説明を参照してく
ださい。 

不良 HOBO バッテリ 
ロガーのバッテリが切れているため、シャトルは U シリ
ーズ・ロガーと通信できません。 

通信障害 (Comm Failure)  または 
コンタクトロスト (Contact Lost) 
リセットボタン (Button to Reset) 
シャトルの通信中に、PC またはロガーとの接続が切れま
した (またはロガーがベースステーション/カプラーから外
れました)。このエラーから回復するには、シャトルのリ
セットが必要な場合があります。いずれかのボタンを押し
てください。 

HOBO が停止しました (HOBO Is Stopped) 
シャトルが再起動される前に U シリーズ・ロガーがシャ
トルから外されました。再起動をしないでロガーを外そう
としていた場合は、それ以上操作は必要ありません。 

バッテリ容量低下 (Low Shut Battery) 
シャトルのメイン (単 3 形アルカリ) バッテリ容量が低下
しています。シャトルはまだ機能しますが、すぐにバッテ
リを交換してください。 

クロック用バッ

クアップ・バッ

テリ 

アルカリ電池収納

部へのワイヤ 

コントラスト調整 

- 
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クロック用バッテリ容量低下 (Low Shut Clk Bat) 
シャトルのクロック用バックアップ・バッテリ (CR1225) 
容量が低下しています。シャトルはメインバッテリの電力
供給がある限り機能しますが、クロック用バックアップ・
バッテリ残量がこれ以上低下すると、シャトルのクロック
は次にメインバッテリを交換するときに停止することがあ
ります。 

シャトルのメイン (単 3 形アルカリ) バッテリ容量が少な
すぎるため、確実に通信ができません。シャトルの操作を
続ける前に、バッテリを交換してください。 

シャトル情報がありません (No Shuttle Info) 
接続された U シリーズ・ロガーはシャトルと互換性があ
りますが、HOBOware 2.2 以降のソフトウェアで再起動さ
れるまで通信できません。 

空き領域が不足しています (Not Enough Room) 
シャトルのメモリが一杯のため、このロガーのデータを格
納できません。HOBOware を使用してシャトルをアンロー
ドし、その後シャトルを再起動してデータファイルを削除
してください。 

オプティックベースが検出されました (Optic Base Found) 
シャトルはロガーではなくベースステーションを検出しま
す。ロガーまたはカプラーが適切に位置合わせされていな
いか、正しい場所にない、あるいはロガーが故障している
可能性があります。  

PC/ホストの再起動が必要です (Shuttle Requires PC/Host Re-
launch) 
メインバッテリとクロック用バックアップ・バッテリの残
量が不足していて作動の継続が不可能であるため、シャト
ルのクロックが停止しました。再起動するまでシャトルを
現場で使用できません。残量不足のバッテリが交換された
ことを確認し、HOBOware を使用してデータをアンロード
し、シャトルを再起動してください。 

サポートされていない HOBO です (Unsupported HOBO) 
接続されているデバイスは Onset ロガーですが、このモデ
ルは U シャトルがサポートしていません。新しいロガー
モデルの場合、U シャトルはファームウェアのアップデー
トを必要とします。詳細については、Onset のウェブサイ
トをご覧ください。 
http://www.onsetcomp.com/Support/support.html 

HOBO 不具合エラー XXX (Bad HOBO Err XXX) 
シャトルはロガーのデータを処理できません。HOBOware
を使用してロガーから直接読み出してみてください。その
後ロガーを再起動します。HOBOware がロガーを読み出せ
ない場合、破損したロガーの見出しがついた情報について、
『HOBOware ユーザーマニュアル』を参照してください。
ロガーを再起動してもエラーが続く場合、エラー番号をメ
モし、Onset に連絡してサポートを依頼してください。 

システムエラー XXX (System Error XXX) 
システムエラーが表示された場合、シャトルの電源を切り、
デバイスを外してください。次に、デバイスを再び接続し
てすべての接続をチェックし、再びシャトルの電源を入れ
ます。エラーが続く場合、エラー番号をメモし、Onset に
連絡してサポートを依頼してください。 
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